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旭化成㈱川崎製造所における化学物質管理の取組 資料構成



１．旭化成グループと川崎製造所の紹介
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会社概要
商号 旭化成株式会社

創業 １９２２年５月２５日

設立 １９３１年５月２１日

本社住所 東京都千代田区有楽町１丁目１番２号

日比谷三井タワー

資本金 １,０３３億円

従業員数(連結）３４,６７０人

売上高 ２１,７０４億円（２０１９年３月期）
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旭化成グループ理念
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事業セグメント

旭化成グループは、事業持株会社である旭化成株式会社と６つの事業会社を中核に、「マテリアル」
「住宅」「ヘルスケア」の３領域で事業を展開しています。 ‘
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マテリアル領域の事業と主要製品

（繊維、ケミカル、エレクトロニクスなど）

Creating for Tomorrow 昨日まで世界になかったものを。Creating for Tomorrow 昨日まで世界になかったものを。
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住宅領域の事業と主要製品

（住宅、建材など）

Creating for Tomorrow
昨日まで世界になかったものを。
Creating for Tomorrow

昨日まで世界になかったものを。
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ヘルスケア領域の事業と主要製品
（医薬、医療、クリティカルケアなど）

Creating for Tomorrow
昨日まで世界になかったものを。
Creating for Tomorrow

昨日まで世界になかったものを。
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川崎市川崎区
浮島町

浮島地区
千葉地区

千葉県袖ケ浦市中袖

川崎市川崎区夜光

塩浜地区

羽田空港

住宅地

日本冶金工業㈱

日本ゼオン㈱

ＪＸエネルギー㈱

(株)日本触媒

日本乳化剤㈱

川崎化成工業㈱

住宅地
（ｱ国道132号線）

事業所名称 旭化成株式会社 製造統括本部 川崎製造所

所在地 川崎市川崎区夜光一丁目３番１号

設立 １９５７年５月

敷地面積 川崎地区２８３,０１２ｍ2 千葉地区３９６,０００ｍ2

従業員数 約１,２００名（製造、研究開発、設備管理・支援）

生産品 合成ゴム、熱可塑性エラストマー、メタクリル酸メチル、メタクリル酸シクロヘキシル、アセトニトリル、

イオン交換膜、アクリロニトリル・スチレン樹脂、スチレンブタジエンラテックス、アクリル樹脂、

プラスチック光ファイバー

川崎製造所の紹介
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【川崎製造所で開発・製造している製品例】
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２．川崎製造所における化学物質管理の取
組事例紹介
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（１）川崎製造所における化学物質管理のベース

◆旭化成グループにおけるＣＳＲの考え方

【事例-1】ＣＳＲ、レスポンシブル･ケア（ＲＣ）を基軸とした

環境保全･安全活動 ＣＳＲ：Corporate Social Responsibility（企業の社会的責任）

旭化成グループは、「世界の人び
との"いのち"と"くらし"に貢献し
ます」というグループ理念を実現
するために、多様なステークホル
ダーにとっての企業価値の向上
につながる事業活動を実践する
ことが、事業活動を通じたCSR
（積極的CSR）であると考えてい
ます。
同時に、事業活動が地球環境・
地域社会に影響を与えることを
認識し、「コンプライアンスの徹
底」「レスポンシブル・ケアの推
進」「社会との共生」「社員の個の
尊重」という4点をCSR重点活動
（基盤的CSR）と捉えて、事業活
動を行っています。
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（１）川崎製造所における化学物質管理のベース

◆ＣＳＲ推進体制

旭化成グループでは、CSRに関する個別の重点活動を推進するため、社長のもと4つの委員会を設置
しています。
委員会の委員長は、社長（リスク･コンプライアンス委員会、レスポンシブル・ケア委員会）、社長が指名
する執行役員（社会貢献委員会）、環境安全担当執行役員（地球環境対策推進委員会）が務め、テー
マごとに活動しています。
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（１）川崎製造所における化学物質管理のベース

◆レスポンシブル・ケア（ＲＣ）について
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◆レスポンシブル・ケア（Responsible Care）とは･･･

⇒ 化学工業界の自主管理活動

（化学製品の開発から製造･流通･消費･廃棄リサイクル

の全過程にわたり安全な取り扱いを推進する活動）

1985年 カナダで誕生（カナダ化学品生産者協会と

市民・政府・環境活動家との対話）

1989年 国際化学工業協議会（世界55ヶ国）

1995年 日本レスポンシブル・ケア協議会（ＪＲＣＣ）設立

（現 日本化学工業協会 ＲＣ委員会）

※日本では会員企業１０８社（2016年時点）が活動

・

◆ 川崎市では８社が加盟
（ＮＵＣ、花王、サンアロマー、昭和電工、日油、日本触媒、日本ゼオン、

旭化成）
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◆ 加盟各企業の具体的な取組は･･･

・企業が自主的に「環境」「安全」「健康」を確保する取組

・その活動成果を社会に公表するとともに、地域とコミュニケー

ションを行う

川崎製造所が発行する
ＲＣ報告書(毎年発行)

川崎の化学会社と日化協の共催による地域対話集会
（２年に１度開催）

川崎市臨海地域住民代表の皆様
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ＲＣ報告書による環境リスク情報公開の例（毎年更新）

事業所の労働安全衛生・保安防災、健康管理、
製品安全について、活動内容、環境投資額、
活動結果を毎年報告。
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環境投資額

水質・大気・廃棄物
データ
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VOC(揮発性有機化合物)

PRTR法
対象物質
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エネルギー原単位

温室効果ガス
(NOx,CO2,ﾌﾛﾝ類)
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（２）事業活動に伴う化学物質リスクへの対応
事業所を取り巻く化学物質リスク 化学物質のリスク評価のためのガイドブック

(経済産業省）より

① ②

③
④
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①作業者へのリスク管理

【事例-2】化学物質リスクアセスメント管理

◆化学物質リスクは･･･

「健康障害」リスク

「火災・爆発」リスク

◆考え方の原則は･･･

「リスク」をコントロールし「災害」を発生させない

◆リスクコントロールの方法は･･･

管理者と作業者が共に、リスクを「把握」し、「周知」し、

作業の際に「リスク情報を活用」して安全を確保する
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①作業者へのリスク管理
◆リスクのレベル判定
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◆社内で運用手順を定め安衛法対象物質のデータを収集
◆川崎製造所で取り扱う化学物質及び取扱作業についてリスクアセスメントを実施

ばく露限界比較法

管理目標濃度比較法

簡易測定結果使用法

作業環境測定結果使用法

個人ばく露測定結果使用法

対象物質の
許容濃度が既知

化学物質のリスクアセスメント表（自動入力用） 様式-　　　-

部場名： ＰＳ製造課、品質・製品課

＜リスクアセスメント＞

　１）操作・作業・条件

　　　…を行うと…の作業で

　２）状　　況

　…が…して

　３）危険内容　

　…の危険が生じる

承認者 確認者 作成者

評価年月日 2016.3.16

評価ﾒﾝﾊﾞｰ 土井、飯田、増田、日高、高橋（進）

この色のセルはリストから選択入力する

この色のセルを入力する

作業件名 ゴム溶液ストレーナー交換作業 工程／エリア 調合工程

作業内容（実施目的）
定常／非定常／
緊急

ゴム溶液のストレーナーが目詰まりする為、ストレーナーを交換する

ゴム溶液のストレーナーが目詰まりした際のストレーナー交換作業で

ストレーナーを取り出す際、また、ストレーナー内部の液をバケツに移し替える際に

スチレンが手に接触する危険性がある

　４）現状の対策

顔面シールド及び、皮手袋着用

保護眼鏡 保護衣 保護マスク 保護手袋 換気設備

シールド面 長袖作業服 　 ゴム手袋 換気無し

化学物質のリスクアセスメント表（自動入力用） 様式-　　　-

部場名： ＰＳ製造課、品質・製品課

＜リスクアセスメント＞

　１）操作・作業・条件

　　　…を行うと…の作業で

　２）状　　況

　…が…して

　３）危険内容　

　…の危険が生じる

承認者 確認者 作成者

評価年月日 2016.3.16

評価ﾒﾝﾊﾞｰ 土井、飯田、増田、日高、高橋（進）

この色のセルはリストから選択入力する

この色のセルを入力する

作業件名 ゴム溶液ストレーナー交換作業 工程／エリア 調合工程

作業内容（実施目的）
定常／非定常／
緊急

ゴム溶液のストレーナーが目詰まりする為、ストレーナーを交換する

ゴム溶液のストレーナーが目詰まりした際のストレーナー交換作業で

ストレーナーを取り出す際、また、ストレーナー内部の液をバケツに移し替える際に

スチレンが手に接触する危険性がある

　４）現状の対策

顔面シールド及び、皮手袋着用

保護眼鏡 保護衣 保護マスク 保護手袋 換気設備

シールド面 長袖作業服 　 ゴム手袋 換気無し

0.0

0.0

＜リスク評価＞＊ＧＨＳ区分よりリスク評価

＜リスクの程度＞

＜対策の内容（３Ｍ）＞　⇒　効果確認

１）本質安全方策

２）安全防護策

３）管理手法（登録、特別管理等）

ｓ：目と皮膚に対する対策

＜暴露レベル＞ ＊方法を選択　⇒ ２）実測値が無い場合

１）ばく露の推定に使用できる実測値がある場合 基準値 実測値 ＨＬ：有害性レベル

ＥＬ1：

ＷＬ：作業環境管理濃度に対る倍数(液/(ｶﾞｽ)) 0 1.  0.1倍未満 a
ＦＬ　：　作業時間・頻度ﾚﾍﾞﾙ －－－－ 1. 年間10hr以内、勤務時間の0.5%以内 ⅰ

－－－－ －－－－ －－－ －－－－ 1
ＥＬ２： 許容濃度等のに対する倍数 20(85) 1.  0.1倍未満 1
ＥＬ３： ＢＥＩに対する倍数倍数 430 1.  0.1倍未満 1

２）ばく露の推定に使用できる実測値がない場合 ＨＬ：有害性レベル

ＥＬ４： 取扱い内容 値 ポイント

  A. 取扱量 2. 中量 （kg、リットル） 中量 2
  B. 揮発性・飛散性 2. 中 （沸点：50～150℃、粒状・すぐに沈降） 145 2
 Ｃ. 修正（汚れ状態） 1. 衣服・保護具は対象物により汚れない 汚れない 0
 Ｄ. 換気状態 3. 全体換気、屋外作業 －－－－ 0
 ＦＬ. 作業時間・頻度レベル2. 年間25～10hr、勤務時間の1.5～0.5% 年間25～10hr 2

含有成分物質名 ＲＬ：リスクレベル EWL:作業環境ﾚﾍﾞﾙ ＦＬ：作業時間ﾚﾍﾞﾙ 暴露ﾚﾍﾞﾙ（EL1～4） HL:有害性ﾚﾍﾞﾙ

スチレン Ⅲ 4 2 2 5

Ⅰ＝些細なリスク（リスクレベルの維持）

Ｓ：目と皮膚に対するﾘｽｸ c －－－ －－－ S
Ⅴ＝絶えられないリスク（業務の原則禁止）

Ⅳ＝大きなリスク（作業は望ましくない）

Ⅲ＝中程度のリスク（期限を決めて低減）

Ⅱ＝許容可能なリスク（リスクレベルの維持）

0.0

0.0

＜リスク評価＞＊ＧＨＳ区分よりリスク評価

＜リスクの程度＞

＜対策の内容（３Ｍ）＞　⇒　効果確認

１）本質安全方策

２）安全防護策

３）管理手法（登録、特別管理等）

ｓ：目と皮膚に対する対策

＜暴露レベル＞ ＊方法を選択　⇒ ２）実測値が無い場合

１）ばく露の推定に使用できる実測値がある場合 基準値 実測値 ＨＬ：有害性レベル

ＥＬ1：

ＷＬ：作業環境管理濃度に対る倍数(液/(ｶﾞｽ)) 0 1.  0.1倍未満 a
ＦＬ　：　作業時間・頻度ﾚﾍﾞﾙ －－－－ 1. 年間10hr以内、勤務時間の0.5%以内 ⅰ

－－－－ －－－－ －－－ －－－－ 1
ＥＬ２： 許容濃度等のに対する倍数 20(85) 1.  0.1倍未満 1
ＥＬ３： ＢＥＩに対する倍数倍数 430 1.  0.1倍未満 1

２）ばく露の推定に使用できる実測値がない場合 ＨＬ：有害性レベル

ＥＬ４： 取扱い内容 値 ポイント

  A. 取扱量 2. 中量 （kg、リットル） 中量 2
  B. 揮発性・飛散性 2. 中 （沸点：50～150℃、粒状・すぐに沈降） 145 2
 Ｃ. 修正（汚れ状態） 1. 衣服・保護具は対象物により汚れない 汚れない 0
 Ｄ. 換気状態 3. 全体換気、屋外作業 －－－－ 0
 ＦＬ. 作業時間・頻度レベル2. 年間25～10hr、勤務時間の1.5～0.5% 年間25～10hr 2

含有成分物質名 ＲＬ：リスクレベル EWL:作業環境ﾚﾍﾞﾙ ＦＬ：作業時間ﾚﾍﾞﾙ 暴露ﾚﾍﾞﾙ（EL1～4） HL:有害性ﾚﾍﾞﾙ

スチレン Ⅲ 4 2 2 5

Ⅰ＝些細なリスク（リスクレベルの維持）

Ｓ：目と皮膚に対するﾘｽｸ c －－－ －－－ S
Ⅴ＝絶えられないリスク（業務の原則禁止）

Ⅳ＝大きなリスク（作業は望ましくない）

Ⅲ＝中程度のリスク（期限を決めて低減）

Ⅱ＝許容可能なリスク（リスクレベルの維持）

※2016.6.1.RA実施が義務化

①作業者へのリスク管理
1) 化学物質リスクアセスメント（健康障害防止）
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＜化学物質(健康障害)リスクアセスメントシート拡大図＞

化学物質のリスクアセスメント表（自動入力用） 様式-　　　-

部場名： ＰＳ製造課、品質・製品課

＜リスクアセスメント＞

　１）操作・作業・条件

　　　…を行うと…の作業で

　２）状　　況

　…が…して

　３）危険内容　

　…の危険が生じる

承認者 確認者 作成者

評価年月日 2016.3.16

評価ﾒﾝﾊﾞｰ 土井、飯田、増田、日高、高橋（進）

この色のセルはリストから選択入力する

この色のセルを入力する

作業件名 ゴム溶液ストレーナー交換作業 工程／エリア 調合工程

作業内容（実施目的）
定常／非定常／
緊急

ゴム溶液のストレーナーが目詰まりする為、ストレーナーを交換する

ゴム溶液のストレーナーが目詰まりした際のストレーナー交換作業で

ストレーナーを取り出す際、また、ストレーナー内部の液をバケツに移し替える際に

スチレンが手に接触する危険性がある

　４）現状の対策

顔面シールド及び、皮手袋着用

保護眼鏡 保護衣 保護マスク 保護手袋 換気設備

シールド面 長袖作業服 　 ゴム手袋 換気無し

化学物質のリスクアセスメント表（自動入力用） 様式-　　　-

部場名： ＰＳ製造課、品質・製品課

＜リスクアセスメント＞

　１）操作・作業・条件

　　　…を行うと…の作業で

　２）状　　況

　…が…して

　３）危険内容　

　…の危険が生じる

承認者 確認者 作成者

評価年月日 2016.3.16

評価ﾒﾝﾊﾞｰ 土井、飯田、増田、日高、高橋（進）

この色のセルはリストから選択入力する

この色のセルを入力する

作業件名 ゴム溶液ストレーナー交換作業 工程／エリア 調合工程

作業内容（実施目的）
定常／非定常／
緊急

ゴム溶液のストレーナーが目詰まりする為、ストレーナーを交換する

ゴム溶液のストレーナーが目詰まりした際のストレーナー交換作業で

ストレーナーを取り出す際、また、ストレーナー内部の液をバケツに移し替える際に

スチレンが手に接触する危険性がある

　４）現状の対策

顔面シールド及び、皮手袋着用

保護眼鏡 保護衣 保護マスク 保護手袋 換気設備

シールド面 長袖作業服 　 ゴム手袋 換気無し

①作業者へのリスク管理
実施例
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＜化学物質(健康障害)リスクアセスメントシート拡大図＞

①作業者へのリスク管理

ＨＬ：有害性レベル

2 －
0 －

0 －

0 －

0 －

0 －

1 S

0 －

5 S

3 S

1 －

5 －

4 －

2 －

0 －

3 －

0 －

GH S

分類

<有害性区分>

２．粉じん

沸点[℃]

性状

17.吸引性呼吸器有害性 分類出来ない

融点[℃]

16.特定標的臓器/全身毒性（反復ばく露） 区分２

15.特定標的臓器/全身毒性（単回ばく露）/麻酔作用 対象外

14.特定標的臓器/全身毒性（単回ばく露）/気道刺激性 区分２

13.生殖毒性 区分１Ｂ

12.発がん性 区分１Ａ

11.生殖細胞変異原性 区分外

10.皮膚感作性 区分１

９．呼吸器感作性 区分１

８．眼に対する重篤な損傷／眼刺激性 分類出来ない

７．皮膚腐食性／刺激性 区分２

６．急性毒性（吸入・ミスト） 対象外

５．急性毒性（吸入・粉じん） 分類出来ない

４．急性毒性（吸入・蒸気） 分類出来ない

分類出来ない

３．急性毒性（吸入・気体） 対象外

２．急性毒性（経皮）

CAS

１．急性毒性（経口）

化学構造等（任意）

化学物質名

7718-54-9 

酸化ニッケル

区分４

取り扱い温度[℃]
物性
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＜化学物質(健康障害)リスクアセスメントシート拡大図＞

0.0

0.0

＜リスク評価＞＊ＧＨＳ区分よりリスク評価

＜リスクの程度＞

＜対策の内容（３Ｍ）＞　⇒　効果確認

１）本質安全方策

２）安全防護策

３）管理手法（登録、特別管理等）

ｓ：目と皮膚に対する対策

＜暴露レベル＞ ＊方法を選択　⇒ ２）実測値が無い場合

１）ばく露の推定に使用できる実測値がある場合 基準値 実測値 ＨＬ：有害性レベル

ＥＬ1：

ＷＬ：作業環境管理濃度に対る倍数(液/(ｶﾞｽ)) 0 1.  0.1倍未満 a
ＦＬ　：　作業時間・頻度ﾚﾍﾞﾙ －－－－ 1. 年間10hr以内、勤務時間の0.5%以内 ⅰ

－－－－ －－－－ －－－ －－－－ 1
ＥＬ２： 許容濃度等のに対する倍数 20(85) 1.  0.1倍未満 1
ＥＬ３： ＢＥＩに対する倍数倍数 430 1.  0.1倍未満 1

２）ばく露の推定に使用できる実測値がない場合 ＨＬ：有害性レベル

ＥＬ４： 取扱い内容 値 ポイント

  A. 取扱量 2. 中量 （kg、リットル） 中量 2
  B. 揮発性・飛散性 2. 中 （沸点：50～150℃、粒状・すぐに沈降） 145 2
 Ｃ. 修正（汚れ状態） 1. 衣服・保護具は対象物により汚れない 汚れない 0
 Ｄ. 換気状態 3. 全体換気、屋外作業 －－－－ 0
 ＦＬ. 作業時間・頻度レベル2. 年間25～10hr、勤務時間の1.5～0.5% 年間25～10hr 2

含有成分物質名 ＲＬ：リスクレベル EWL:作業環境ﾚﾍﾞﾙ ＦＬ：作業時間ﾚﾍﾞﾙ 暴露ﾚﾍﾞﾙ（EL1～4） HL:有害性ﾚﾍﾞﾙ

スチレン Ⅲ 4 2 2 5

Ⅰ＝些細なリスク（リスクレベルの維持）

Ｓ：目と皮膚に対するﾘｽｸ c －－－ －－－ S
Ⅴ＝絶えられないリスク（業務の原則禁止）

Ⅳ＝大きなリスク（作業は望ましくない）

Ⅲ＝中程度のリスク（期限を決めて低減）

Ⅱ＝許容可能なリスク（リスクレベルの維持）

0.0

0.0

＜リスク評価＞＊ＧＨＳ区分よりリスク評価

＜リスクの程度＞

＜対策の内容（３Ｍ）＞　⇒　効果確認

１）本質安全方策

２）安全防護策

３）管理手法（登録、特別管理等）

ｓ：目と皮膚に対する対策

＜暴露レベル＞ ＊方法を選択　⇒ ２）実測値が無い場合

１）ばく露の推定に使用できる実測値がある場合 基準値 実測値 ＨＬ：有害性レベル

ＥＬ1：

ＷＬ：作業環境管理濃度に対る倍数(液/(ｶﾞｽ)) 0 1.  0.1倍未満 a
ＦＬ　：　作業時間・頻度ﾚﾍﾞﾙ －－－－ 1. 年間10hr以内、勤務時間の0.5%以内 ⅰ

－－－－ －－－－ －－－ －－－－ 1
ＥＬ２： 許容濃度等のに対する倍数 20(85) 1.  0.1倍未満 1
ＥＬ３： ＢＥＩに対する倍数倍数 430 1.  0.1倍未満 1

２）ばく露の推定に使用できる実測値がない場合 ＨＬ：有害性レベル

ＥＬ４： 取扱い内容 値 ポイント

  A. 取扱量 2. 中量 （kg、リットル） 中量 2
  B. 揮発性・飛散性 2. 中 （沸点：50～150℃、粒状・すぐに沈降） 145 2
 Ｃ. 修正（汚れ状態） 1. 衣服・保護具は対象物により汚れない 汚れない 0
 Ｄ. 換気状態 3. 全体換気、屋外作業 －－－－ 0
 ＦＬ. 作業時間・頻度レベル2. 年間25～10hr、勤務時間の1.5～0.5% 年間25～10hr 2

含有成分物質名 ＲＬ：リスクレベル EWL:作業環境ﾚﾍﾞﾙ ＦＬ：作業時間ﾚﾍﾞﾙ 暴露ﾚﾍﾞﾙ（EL1～4） HL:有害性ﾚﾍﾞﾙ

スチレン Ⅲ 4 2 2 5

Ⅰ＝些細なリスク（リスクレベルの維持）

Ｓ：目と皮膚に対するﾘｽｸ c －－－ －－－ S
Ⅴ＝絶えられないリスク（業務の原則禁止）

Ⅳ＝大きなリスク（作業は望ましくない）

Ⅲ＝中程度のリスク（期限を決めて低減）

Ⅱ＝許容可能なリスク（リスクレベルの維持）
化学保護衣、シールド面体、保護眼鏡着用

開放前に密閉状態で洗浄を実施している。

①作業者へのリスク管理
実施例
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①作業者へのリスク管理
2) 化学物質リスクアセスメント（火災爆発防止）

Ⅰ.物理化学的危険性の確認
（物性データより）
視点(1)爆発物
(2)可燃性/引火性ガス
(3)エアゾール
(4)支燃性/酸化性ガス
(5)高圧ガス
(6)引火性液体
(7)可燃性固体
(8)自己反応性化学品
(9)自然発火性液体
(10)自然発火性固体
(11)自己発熱性化学品
(12)水反応可燃性化学品
(13)酸化性液体
(14)酸化性固体
(15)有機過酸化物
(16)金属腐食性物質
(17)粉じん爆発性

（危険性）非常に高い／高い／ある／殆ど無い
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①作業者へのリスク管理
2) 化学物質リスクアセスメント（火災爆発防止） 実施例
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①作業者へのリスク管理
＜化学物質(火災･爆発)リスクアセスメント評価法1＞ 燃焼２要素除去法

<判定＞
Ⅳ（耐えられないリスク）抜本的な見直しが必要 Ⅲ（大きなリスク）可能な限り速やかに低減策を実施
Ⅱ（許容可能なリスク） Ⅰ（些細なリスク）
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①作業者へのリスク管理
＜化学物質(火災･爆発)リスクアセスメント評価法1＞ 燃焼２要素除去法

実施例
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①作業者へのリスク管理
＜化学物質(火災･爆発)リスクアセスメント評価法1＞ 燃焼２要素除去法

実施例
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①作業者へのリスク管理
＜化学物質(火災･爆発)リスクアセスメント評価法2＞ シナリオ想定法
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①作業者へのリスク管理
＜化学物質(火災･爆発)リスクアセスメント評価法2＞ シナリオ想定法

リスクアセスメント実施結果を元に化学物質管理委員会を開催
・化学物質管理者の承認
・化学物質取扱開始(廃止)届→環境安全部確認
を以って使用可

実施例
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● 大気汚染防止

● 水質汚濁、土壌汚染防止

● 悪臭・騒音・振動防止

● 化学物質管理

● 省エネルギー・地球温暖化防止

● 循環型社会の形成（産業廃棄物削減等）

川崎製造所ＲＣ目標 (環境保全：ISO14001)
各部署でのＲＣ目標

②事業活動における環境への配慮



3737

原材料の調達段階

製造段階

使用・廃棄段階

製品開発・技術開発段階 ・環境に配慮した研究

・新規化合物のリスク評価

・化学物質の安全情報を購入先
から入手
・グリーン購入

・環境への排出の抑制
・設備の火災・爆発・漏洩の防止
・従業員の暴露防止

・化学物質の安全情報の提供
ＭＳＤＳ、技術資料、パンフレット
イエローカード

各段階での化学物質管理

②事業活動における環境への配慮
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1)蓄熱式ＶＯＣ燃焼装置の導入 （ＶＯＣ含有の排ガスを燃焼させCO2と水に分解）

②事業活動における環境への配慮

２０１０年設置

【事例-3】化学物質排出削減の取組

蓄熱燃焼装置は
中外炉工業株式会社の

技術を導入

原理：乾燥コンベアから発生するＶＯＣ含有ガスを予熱した後、820℃制御の燃焼炉
室内で酸化分解させる。燃焼前の余熱および燃焼後ガスの冷却を蓄熱体
（セラミック製のハニカム構造体）で行う。

特徴：燃焼用の燃料が低減でき、燃料の燃焼に伴うCO2の発生も抑えることが可能。
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2)タンクベントガスリターン設備（タンクベントスクラバー設備との併用）

モノマー製品の荷役作業時、タンク気層を船やタンクローリーと接続する事

でクローズド化し、液移動に対するタンク内圧の変動を抑えることで、ガス

の大気放出を抑制する（スクラバーでの吸収性能安定維持）

②事業活動における環境への配慮

窒素シール
（不活性ガス） 槽内窒素雰囲気下
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3)排水処理設備（生物処理）の増強
自社技術の水処理設備を導入により、水域へのCOD排出削減と余剰汚泥
発生量の削減を両立（食物連鎖を応用した自社技術）

②事業活動における環境への配慮
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（温暖化抑制に向けた目標）
＜川崎市＞ 「2030年度までに1990年度比30％
以上（2013年度比では20％以上）の温室効果
ガス排出量の削減を目指す」

＜川崎製造所（塩浜・浮島）の実行状況＞

②事業活動における環境への配慮
【事例-4】地球温暖化防止の取組

（2018年度の削減実績）
・プロセスの触媒更新による副生物
の減少等が寄与
（2021年に向けた計画）
・コジェネレーション設備導入
※川崎スチームネット及び工場発
生熱をバランス良く電力と蒸気
に振り分け利用。2020年度稼
働予定
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CO2排出量トレンド

川崎製造所実績（塩浜地区＋浮島地区）

計画値（コジェネ計画等を反映）

2013年度比20％
削減ライン
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②事業活動における環境への配慮

【事例-5】まちもりアクションの紹介

（生物多様性保全に対する全社取組の紹介）

（まちもりアクションとは）
●旭化成グループ全体（43事業所）で展開する
生物多様性保全活動
●旭化成グループ従業員の生物
多様性保全に対する理解と認識
を高める
●事業所の各所に「まちもりポット」
（右写真）を設置し、植生環境
を整備
●取り組みの段階に応じた「まちも
りポイント」の付与（事業所ラリー
ポイント制） 60cm

×100cm
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製造所従業員、来場者へのまちもりアクションPR（普及啓発） 掲示板、ポスター、ニュースレター
②事業活動における環境への配慮
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②事業活動における環境への配慮
社内ホームページ上にて
各地区取組の情報を共有
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②事業活動における環境への配慮 川崎製造所 2019年度エントリー
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定期観察を開始（塩浜地区の例） 浮島地区、千葉地区でも同様に観察開始（記録）

7/10 7/17 7/24

・写真の撮影
・生きもの観察シート
による記録

事業所
場所

No. 日付 時間 生きものの名前 観察内容 記録者 写真

2019/7/10 9:15 タブノキ
樹高：200cm、樹径3cm、葉に虫食いの後多数
あり

阿部 あり

1 2019/7/10 9:15 タブノキ
樹高：200cm、樹径3cm、葉に虫食いの後多数
あり

阿部 あり

2 2019/7/10 9:15 ヤブニッケイ 樹高：92cm、樹径1cm 阿部 あり

3 2019/7/10 9:15 ヤブツバキ 樹高：58cm、樹径1cm アリがたかっている 阿部 あり

4 2019/7/10 9:15 マンリョウ 一部で赤い実をつけているものがある 阿部 あり

5 2019/7/10 9:15 イノデ 一部が黒っぽくなっている？ 阿部 あり

6 2019/7/10 9:15
白い蝶（同定不
可）

花壇周辺を飛んでいた 阿部 なし

旭化成(株)　川崎製造所　塩浜地区

まちもりアクション　生きもの観察シート

合同2号館　①組合入口横

②事業活動における環境への配慮
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再生可能エネルギーを水素に変換するシステムを通じてクリーンな環境エネルギー社会に貢献します

CO2フリー
水素

再生可能エネルギー

大量導入により
出力が不安定に

水電解によるエネルギー変換 ＜電気⇒水素＞

・燃料電池自動車
・水素発電
・クリーンエネルギー
（メタン・メタノール）

etc.

大規模水素製造プラント国内設置検討中
整流器出力：10MW
最大水素供給量：2000Nm3/h
(1ユニットサイズとして世界最大)
セル面積：約3m2/セル セル数：170対

【事例-6】太陽光による水電解技術を利用した
クリーンエネルギー水素の製造

③環境に優しい製品の提供
～川崎製造所発信の技術紹介～

 世界トップの“食塩電解技術”,
石油化学で培った“触媒技術”と
“膜技術”を応用
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④災害への備え

【事例-7】川崎臨海地域の保安防災活動

（事故発生時のコントロール）
・千鳥地区防災協議会

・川崎海上共同防災協議会

・町内会との保安防災連絡ルート構築

・川崎コンビナート環境保安技術研究会（環境保安技術に関する調査研究、情報交換）

川崎市臨港消防署との合同防災訓練 オイルフェンス展張訓練
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④災害への備え

【事例-8】広域災害想定の防災訓練

（2018年度神奈川県石油コンビナート

等防災本部訓練への参加）

（2018.11.7於：神奈川県庁、川崎市庁舎）

・神奈川県、川崎市、民間企業２社
(ＪＸＴＧエネルギー、旭化成)合同

で
の広域災害想定訓練

・大規模地震発生に伴う取扱物質アク
リ
ロニトリルの広域拡散を想定
・ロールプレイング形式でブラインド
訓練を
実施（2hr）

・拡散ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ結果
15時間後には最大半
径1kmに被害が及ぶ
と想定
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本日紹介した事例
【事例-1】ＣＳＲ、レスポンシブル･ケア(ＲＣ)を

基軸とした環境保全･安全活動

＜作業者への化学物質リスク管理＞

【事例-2】化学物質リスク

アセスメント管理

＜環境に優しい製品の提供＞

【事例-6】太陽光による水電解技術を
利用したクリーンエネルギー水素

＜事業活動における環境配慮＞

【事例-3】化学物質排出削減の取組

【事例-4】地球温暖化防止の取組

【事例-5】まちもりアクションの紹介

＜事故時のコントロール＞

【事例-7】川崎臨海地域の保安防災活動

【事例-8】広域災害想定の防災訓練
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ご清聴ありがとうございました。


